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国立天文台水沢VLBI観測所直径 10m電波望遠鏡は、建設後 25年を昨年迎えた。近い将来打上げ予定のNano-
JASMINE衛星のダウンリンク局として使用する予定である。それに向けて、人工衛星の観測運用が十分な指向
精度でできるように、駆動系等の改良を行った（2016年および 2017年の秋季年会で報告）。その後、ダウンリン
クに必要な S帯の性能改良が必要になり、一次放射器の改良を行った。
一方ここ数年は、K帯で行われる国内の気球VLBI観測計画に参加し、試験観測や気球搭載望遠鏡のフリンジ

検出についての重要な局として対応してきている。昨年度に引き続き、今年度も観測に参加すことになったが、
リモートで第一局部発信器の周波数を設定できるようにすることが急務であった。また、受信機室内の情報をリ
アルタイムに有線 LANで取得する事も必要になった。そのために、既設の光ファイバーの減衰量の調査および光
LAN変換部の調査を行い改修する事で、遠隔制御とデータ取得ができるようになった。また、記録装置の更新を
行う事で、気球VLBI観測が良好にできる様になった。
更に今後は、長時間のモニターが必要な低周波数の観測が可能なようにシステムの整備を検討している。本講

演では、これらの整備状況について詳細に報告する。


